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 水素燃料電池は省資源化、CO2排出ゼロによる環境問題への貢献が期待されている。しかし
現在実用化されている燃料電池は、電極触媒に高価な Ptを使っていて、広く普及させるには依
然として問題を抱えている。そこで液体燃料としてヒドラジン一水和物（N2H4・H2O）を使
い、ヒドラジン酸化触媒として知られるNiを使うことで電気を取り出すことができる直接ヒ
ドラジン型燃料電池に注目した。 [1,2] 
 Niを使った電極触媒は高い触媒活性を示すが、耐久性、NH3生成物選択性の点で課題があ
る。また、NiOを使った電極触媒は活性を示さないが、NH3生成物選択性を持っている。[3] 
そこで NiOにNb2O5を添加した触媒を作ることで活性と耐久性の向上と生成物選択性の獲得
を目指した。 
 我々は作成した触媒について in situ条件下でＸ線吸収微細構造(XAFS)測定を行うことで触
媒の表面吸着状態の変化を観測した。Ni, NiO, NiO+Nb2O5触媒についてそれぞれ水, 0.1M 
KOH, 1M KOH, 1M KOH+5we%HH溶液を用いて測定を行った。測定は放射光施設 Spring-8
で行った。 
 実験で得られた XAFSスペクトルを図に示す。Pre-edge領域に有意な変化が観察された。
NiO触媒に溶液を流す前の Dryな状態では、Niと Oのバンドギャップが観察される。ヒドラ
ジンを電解液として流すことでバンドギャップがなくなり、酸素欠損が確認され、NiO+Nb2O5
触媒では酸素欠損がさらに増える傾向が確認された。NiO+Nb2O5触媒はこの酸素欠損が活性サ
イトとなっている可能性が示唆された。 
 
図 各触媒の Dry条件とヒドラジン条件の XAFSスペクトルの変化 
[1] K. Asazawa, et al., Angew Chem. Int. Ed, 46, (2007) 8024-8027. 
[2] A. Serov, et al., Appl. Catal. B, 98, (2010) 1-9. 
[3] T. Sakamoto, et al.,  J. Electrochem. Soc.164 (4) F229-F234 (2017) 
